
市民と市長の 

地域みらい懇談会 

【戸町中学校区】

要望・提案と回答 

令和３年７月３１日（土）

戸町小学校 体育館 
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 

教育委員会 学校教育課 

文化観光部 観光交流推進室 

文化観光部 観光政策課 

要
望
内
容

【団体名】 小菅町自治会 

【件 名】 世界遺産「小菅修船場跡」の誘客について 

【概 要】 

① 登録後、見学客数の減少が続いており、市内小・中学校の学習にも活用

できるよう、ＰＲを含めお願いしたい。

② 車両や観光バスが停車すらできない。トイレも未整備では、見学時間はも

とより素通りが多い。地権者との協議の上、環境改善を求む。特にトイレ

設備は必須と考える。

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

 世界遺産「小菅修船場跡」については、子供たちに長崎の歴史を学ばせ、

郷土愛を育むうえで、ぜひとも取り上げたい場所の一つであると考えており 

ます。教育委員会といたしましては、現在、「長崎の宝」発見・発信学習の 

見学施設リストに「小菅修船場跡」を載せるなどして、市内の小・中学校の 

学習に活用するよう呼び掛けているところです。 

今後も、施設の訪問やインターネット等を通した資料の閲覧等により、小

菅修船場跡への関心を高めるとともに、生徒が「ふるさと長崎」に誇りをも

ち、長崎が持つ世界的な価値を発信できる資質や郷土愛を育むことができる

よう、本事業の推進に努めてまいります。 

次に、世界遺産「小菅修船場跡」のＰＲについては、観光パンフレットや

ホームページ等への掲載のほか、教育（修学）旅行については、旅行代理店

や学校に訪問し、関係者に直接紹介するなどの取組みを行っています。 

Ｎｏ．１ 
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しかしながら、長崎市においては、平和学習や出島・グラバー園など歴史

を学ぶうえでの見どころが数多くあるため、「小菅修船場跡」が教育（修学）

旅行のコースには組み入れられることは少ない状況です。 

現在は、新型コロナウィルス感染症の影響で、長崎市全体の観光客数が大

きく減少していますが、感染症の収束に伴い、徐々に回復していくと考えて

います。 

また、今年度は、出島メッセ長崎や、恐竜博物館の開館が予定されている

ため、より多くの方々に長崎市を訪れていただけるよう準備を進めていると

ころです。 

今後は、南部方面の新たな魅力となる恐竜博物館とあわせて、「小菅修船

場跡」を紹介し、また、観光客だけではなく、会議で出島メッセを利用され

た方々にも世界遺産の歴史と価値を伝え、「小菅修船場跡」の見学客数の増

加につながるようなＰＲに努めていきます。 

あわせて、小菅修船場跡における環境整備は、資産保全の観点から、管理

保全計画書においてトイレなどの「新たな便益施設等は設置しない」ことと

なっております。 

明治日本の産業革命遺産の認定当初（H27～H29）は、急激に来訪者が増え

ることが予想されたため、臨時の仮設トイレを設置いたしましたが、来訪者

数が減少し、トイレの利用者数も減少したため、平成 30 年に撤去いたしま

した。 
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その後は、貴自治会の協力によるボランティアガイド実施時には、来訪者

への対応として、相談があった際は、自治会公民館のトイレをご案内するな

ど適切に行っていただいているところです。 

また、小菅修船場跡へのアクセスについては、公共交通機関の利用促進及

び、近隣民間駐車場等の利用促進を積極的に周知していきますので、今後と

も、貴自治会のご協力を引き続きよろしくお願いします。 

最後に、世界遺産である小菅修船場跡につきまして、情報発信や誘客など

を行いながら集客増に努めるとともに、将来にわたって保存し、後世にその

価値をしっかり引き継ぐよう取り組んでまいります。 
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 
土木部 土木企画課 

中央総合事務所地域整備２課 

要
望
内
容 

【団体名】 戸町地区連合自治会 

【件 名】 市道戸町新小が倉線片側交互通行の解消について 

【概 要】 

当該路線は、大型車両の通行は制限されているものの、路線バス（大型

車）通行など地域間の幹線道路として、車両や歩行者の通行が多い。しか

しながら歩車分離がなく、常に接触事故の危険が伴っている。そのため、

長い間小学校の通学路は人通りが少ない迂回路を往来し、中学校は当該道

路を通学路として利用している状況にある。 

本件は戸町地区の永年の課題であり、平成２７年１１月に連合自治会を

含む 5 団体の連名で陳情しているが、その後何らかの見解も得られず今日

に至っている。 

地域住民との合意形成を図っていくためにも、地域の実情を理解いただ

き、都市計画道路策定に向けて動いていただきたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

戸町地区と新戸町地区を結ぶ「市道戸町新小が倉線」の「戸町２丁目バス

停」付近から「戸町３丁目バス停」付近までの約３３０ｍの区間につきまし

ては、車道幅員が４ｍ程度と狭く、また、バス路線でもあることから、車両

同士の安全な通行を確保するため、信号制御による片側交互通行となってい

ます。 

このため、車で利用される方には最大で約３分半の信号待ちが生じるほ

か、歩行者の方には車が横を通る際に道を譲っていただいたり、また、小学

生の登下校時には別の脇道を通学路として利用していただくなど、地域住民

をはじめ、道路を利用される方に、大変ご不便をおかけしているところです。 

長崎市としては、過去に、ご要望の区間の道路改良案を検討し、地元へ説

Ｎｏ．２ 
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明させていただきましたが、地権者のご理解を得ることができず、事業化に

は至らなかった経緯もあります。 

この区間につきましては、道路の両側に家屋が連なっており、道路を拡幅

するにしても相当数の家屋移転を伴うことから、地権者の協力が必要不可欠

と考えています。 

また、都市計画道路については、都市計画道路網を形成するとともに都市

の骨格となるよう配置することが望ましいとされていますので、周辺の状況

等から判断しますと、ご要望の区間のみを都市計画に位置付けることは難し

いものと考えています。 

しかしながら、長崎市としても、道路改良は地域の永年の課題であり、そ

の整備の必要性は十分認識しておりますので、地域や道路利用者にとってど

のような道路整備が望ましいのか、地元の皆様や県警などの関係者と協議・

調整を図りながら、具体的に検討していきたいと考えています。 
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回 答 票 
戸町 

中学校区 
【担当部課名】 

土木部 土木防災課 

中央総合事務所 地域整備２課 

要
望
内
容

【団体名】 戸町 3丁目自治会 

【件 名】 急傾斜地崩壊対策について 

【概 要】 戸町 3 丁目は全土の約 9 割が土砂災害特別警戒区域（急傾斜）に入って

おり、現在 2 区画の崩壊対策工事を以前から要望しているが、６～８年が

経過した今でも進捗がない。関係地権者の高齢化が進む中、具体的な取り

組みを早急に図っていただきたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

近年、想定を超える大雨や台風による土砂災害が全国的に頻発している

状況です。そのため、県や市においても急傾斜地崩壊対策事業の予算を増

額し重点的に取り組んでいるところですが、市内の対象となる箇所は

1,017 か所あり、令和 3年 3月末現在の着手箇所は 287 か所で、進捗率は

約 28％です。 

急傾斜地崩壊対策事業は、崖の所有者の特定や崖地の寄附承諾など全て

の書類の準備が完了し、地域からの申請により事業に着手することになり

ます。 

当該地区の対策につきましては、平成 24 年と平成 26 年に地域からの相

談をお受けし、現在、地域において申請に必要となります地権者の同意書

の取得を進めておられますが、地権者の一部に相続の発生や、地権者と連

絡が取れないなど、同意の取得ができない地権者がいるとのことですの

で、市は、相続人や地権者の調査を実施し、申請に向けた支援を行ってま

いります。 

Ｎｏ．３ 
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回 答 票 
戸町 
中学校区 

【担当部課名】 
土木部 土木防災課 

中央総合事務所 地域整備２課 

要
望
内
容 

【団体名】 上戸町上ノ区自治会 

【件 名】 土砂災害・浸水被害対策について 

【概 要】 

上ノ区自治会も半分以上が土砂災害特別警戒区域になっており、大雨の

度に土砂災害・浸水被害が発生し、住民は生活への影響と不安が募ってい

る。早急な対策をお願いしたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

令和 2 年 9 月 12 日に発生した豪雨により、上ノ区自治会では、山間部か

ら流れ込んだ土砂や樹木が水路から溢れ、周辺の宅地や道路が冠水する被害

が発生し、被災直後、水路や道路に堆積した土砂などの撤去といった応急対

応を実施しました。 

その後、当該山間部の砂防対策について自治会長から要望書が提出された

ことから、市は今年 3月、事業者である県へ土石流対策工事の施行について

地元要望を進達し、今年度、一部で予備設計などを実施する予定であると聞

いております。 

また、市としましては小ヶ倉浄水場の入り口付近に横断の水路を設置する

など、地域の皆様と協議しながら浸水対策を実施したいと考えております。

Ｎｏ．４ 
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回 答 票 
戸町 
中学校区 

【担当部課名】 水産農林部 農林振興課 

要
望
内
容

【団体名】 上戸町上ノ区自治会 

【件 名】 鳥獣対策について 

【概 要】 

最近では、道路はもとより家屋敷地内への被害も多く報告されている。

ワイヤーメッシュ等の資材提供のみでは根本的な解決には至っていない現

状を踏まえ、市の全体的・広域的な対策を講じていただきたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

貴自治会におかれましては、地域の皆さまが主体となって、積極的に有害

鳥獣対策を進めていることに対しまして、大変感謝申し上げます。 

イノシシをはじめとした有害鳥獣対策につきましては、近年、生活環境被

害が拡大していることから、自治会等が主体となって、「捕獲対策」として

地域の捕獲隊の結成・捕獲及び「防護対策」としてのワイヤ―メッシュ柵の

設置などに、地域ぐるみで取り組んでいただいているところです。 

【捕獲対策】 

令和２年度の実績としましては、長崎市全体で約 5,200 頭となっており、

このうち地域の捕獲隊は、結成数が 107 組織であり、年々捕獲技術が向上し、

捕獲実績は約 1,700 頭と全体の約３割を占めています。 

全体的・広域的な対策につきましては、猟友会など関係機関で構成される

長崎市有害鳥獣対策協議会や地域の捕獲隊が連携し、計画的な捕獲体制の強

化に取り組み、捕獲実績が大きく伸びていることから、引き続き体制強化に 

Ｎｏ．５ 
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努めていきたいと考えています。 

【防護対策】 

令和２年度までの実績は、約 70 の自治会がワイヤ―メッシュ柵約 8,500

ｍを設置しており、防護対策に取り組む自治会も増加傾向にあります。 

また、人口減少や高齢化などから、ワイヤ―メッシュ柵の設置の負担軽減

が課題となっていることから、令和３年度から、自治会等に貸与する柵設置

の一部支援を行うこととしており、さらに地域ぐるみの取組みを推進してい

るところです。 

【今後の対策】 

これまでの取組みにより農作物被害は減少しておりますが、イノシシなど

市街地周辺での生活環境被害の相談は増えており、生活環境被害対策を更に

進めていくため、国及び県へ支援制度の充実を働きかけるとともに、令和２

年度には、貴校区において、イノシシの広域移動分断のためのワイヤ―メッ

シュ柵等を設置し、その効果を検証するなど、具体的な方策についても検討

を行っているところです。 

有害鳥獣の生活環境被害対策は、喫緊の課題でありますので、今後とも、

効果的な被害対策を進めるため、地域、関係機関などと連携して、市民の安

全安心の確保に努めてまいります。 
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●
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業
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害
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0
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1
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年
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シ
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8
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1
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6
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0
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戸
町
中
学
校
区
の
実
績

年
度
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年
度
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0
年
度

R
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年
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２
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度

設
置
延
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2
7
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8
0
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4
5
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4
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0
0
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3
8
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7
6
) 
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8
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7
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1
5
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度
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年
度
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度
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度
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環
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7

（
2
0
5
）

4
,7

4
2
 

(1
6
6
) 

5
,7

2
4
 

(0
) 

8
,5

3
4
 

(2
0
0
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配
布
自
治
会
数

3
9

（
2
）

4
1
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3
）

4
9

（
0
）

6
8
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3
）

生
活
環
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の
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移
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６

柵
設
置
の
負
担
軽
減
に
よ
り
自
治
会
等
に
よ
る
防
護
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
貸
与
す
る
ワ
イ
ヤ
―
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
費
用
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

⑴
対
象
者

ワ
イ
ヤ
―
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
自
力
で
の
設
置
が
困
難
な
自
治
会
等

⑵
対
象
経
費

ワ
イ
ヤ
―
メ
ッ
シ
ュ
柵
設
置
に
係
る
運
搬
・
設
置
費

⑶
補
助
内
容

補
助
率

１
／
２

補
助
上
限

2
0
万
円

６
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
用
ワ
イ
ヤ
―
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
設
置
費
補
助
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 建築部 住宅課 

要
望
内
容 

【団体名】 戸町地区連合自治会 

【件 名】 新戸町市営住宅の整備に伴う、多目的ホールの設置について 

【概 要】 

市営住宅の再生計画がとん挫しており、平成２５年の関係諸団体からの

陳情についてなんら回答を得ていない。 

古くなったことで市営住宅を建て替えるのであれば、市営千歳住宅のよ

うに、１階を１００人程度がゆっくり入れるホールに、２階以上を市営住

宅にして、複合住宅として整備できないか。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

  平成 25 年度の陳情の時点では、一部建替えや全面的改善など既存の

住棟を生かし、同等の住戸数を確保する方針であったことから、敷地に

余裕がなく、また、既存の住棟を生かしながらという制約もあったこと

から、相当規模の新たなコミュニティ施設の設置は困難であると回答し

ておりました。 

 その後、「長崎市公共施設マネジメント基本計画」の基本目標である

「適正な配置と規模で設置している公共施設」をめざし、平成 31 年に

策定した「長崎市公共施設の適正配置基準」の中で、市営住宅の管理戸

数は約 9,300 戸を、約 20 年後の令和 22 年には、約 6,200 戸に縮減する

ことを目標としました。 

このような計画を踏まえ、市営住宅全体としては多くの団地が更新時

期を迎えることから、円滑な更新が行えるよう、「長崎市公営住宅等長

Ｎｏ．６ 
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寿命化計画」を令和２年度に改定し、団地毎に築年数に応じた建て替え、

大規模な改修などの更新の手法と、戸数の縮減などを図る今後 20 年後

の目標と方針を定めました。 

  新戸町住宅は築 40 年以上経過していることから、計画的な建て替え

と集約により約５割減をめざし、現在の敷地の中で建て替えた後の住

宅、駐車場、団地集会所の配置を検討していきます。 

市営住宅の団地集会所は、本来、市営住宅入居者のための施設ですが、

面積の制限はあるものの、周辺自治会や住民も利用できる地域開放型と

して整備することも検討可能ですので、まずは、施設規模などについて

協議をさせていただきたいと思います。 

20



回 答 票 
戸町 
中学校区 

【担当部課名】 総務部 情報統計課 

要
望
内
容 

【団体名】 小菅町自治会 

【件 名】 国勢調査員の募集について 

【概 要】 

自治会会員の高齢化が進み、調査員の担い手不足が深刻である。５年後

は自治会として取り組むことができない状況が予測されるので、調査員

の募集を市が直接行っていただきたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

  国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と世帯を対象とする最も重

要な統計調査で、５年ごとに実施されます。 

調査にあたりましては、調査書類の配布や回収などを国勢調査員が担

っており、地域の実情に詳しい自治会に国勢調査員の推薦を依頼し、国

勢調査員の確保を行っております。 

令和２年国勢調査では、国勢調査員として市内全域で２，６５９人が

任命されており、自治会からの推薦では２，２６２人の方に従事してい

ただきました。自治会の皆様には、ご協力いただきましたことを改めて

お礼申し上げます。   

推薦を依頼した自治会の中には、会員の高齢化などにより国勢調査員

の推薦が難しい自治会もあったため、国勢調査以外の各種統計調査に従

事している登録調査員などにも依頼して、国勢調査員を確保し調査にあ

たりました。 

Ｎｏ．７ 
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  しかしながら、市の登録調査員は、４００人（令和３年４月現在）し

かおらず、市内全域で約２，７００人という多人数の国勢調査員の確保

について、自治会の皆様に大変ご負担をお掛けしていると認識しており

ます。 

  これらの状況や国勢調査員の負担軽減について、長崎県内の市町の統

計調査を担当する課で構成される「長崎県市町統計連絡協議会」を通じ

て、長崎県に対して報告し、根本的な調査手法や調査内容の見直しを行

うよう重点事項として要望しているところです。 

  次回の令和７年国勢調査に向けて継続的に県・国に対して要望してい

きたいと考えておりますが、地域の皆様の実情もありますので、必要に

応じて長崎市にご相談ください。 

国勢調査の実施にあたりましては、地域の皆様のご協力が必要不可欠

でありますので、引き続きご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

Ｎｏ．１ 
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回 答 票 
戸町 

中学校区 
【担当部課名】 企画財政部 都市経営室 

要
望
内
容

【団体名】 戸町地区連合自治会、戸町みらいまちづくり協議会 

【件 名】 郵便局の未設置改善について 

【概 要】 
新戸町簡易郵便局が閉局して 3年が経過した。周辺地域の人口増に伴い、

不便を強いられている。特定郵便局等の設置への働きかけをお願いしたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能   ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（日本郵便株式会社に対する伝達 ） 

簡易郵便局は日本郵便株式会社が個人又は法人の方と業務委託契約を交 

わし、郵便物の引き受け、貯金のお預かり（又は払戻し）、保険料の受け入

れなどのサービスを提供する窓口です。 

簡易郵便局の設置、受託者募集については、日本郵便株式会社が行ってお

り、日本郵便株式会社のＨＰ、長崎市の広報紙等で募集を行うほか、昨年は

自治会長様と日本郵便株式会社において協議を行い、地域の情報をいただき

ながら、業務を受託いただける方の募集を行っておりますが、現時点で見つ

かっていない状況です。 

新戸町簡易郵便局が閉鎖したことによる、地域の皆様の実情について、日 

本郵便株式会社に対してお伝えしていきます。 

Ｎｏ．８ 
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 

建築部 住宅課 

中央総合事務所 地域整備２課 

土木部 土木建設課 

要
望
内
容 

【団体名】 上戸町山鳩会自治会 

【件 名】 生活道路の環境改善について 

【概 要】 

平成 15 年、当自治会エリアへの車両通行が可能となるよう「階段のスロ

ープ化」を市に陳情したが、急勾配等の理由で却下され、現在はバイクの

みが通行できるようになっている。住民の高齢化が進んでおり、車いす等

が利用できる設備の設置や、くるまみち整備の可能性調査をしていただき

たい。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

  まず、車いす等が利用できる設備の設置につきましては、斜面移送シス

テムの設置が考えられます。 

ご要望の箇所は、施工技術的には設置可能と考えられますが、現在の道

路幅において、同システムと階段及びスロープを確保することは困難であ

ると考えます。 

また、同システムは、平成 14 年３月以降、斜面地である天神、立山及

び水の浦の３地区に設置しておりますが、利用者数に対し、多額の設置費

及び維持管理費がかかるなどの課題があることから、現在、長崎市では新

たに設置を行っておりませんので、ご理解いただきますようお願いしま

す。 

車みち整備事業につきましては、既存の市道を活かし、幅員４ｍに拘ら

ず、地域の実情に応じて車が通行できる道路整備を行うものですが、通行

Ｎｏ．９ 
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の安全性の観点から道路勾配要件を設けております。 

ご要望の箇所は急勾配で、車みち整備事業の道路勾配要件を超えること

から、同事業での整備は困難でございます。 

お住まいになられている方々の高齢化に伴う移動時の不便さは理解い

たしますが、事情をご理解いただきますようお願いいたします。 
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 建築部 建築指導課 

要
望
内
容 

【団体名】 上戸町山鳩会自治会  

【件 名】 空き家対策について 

【概 要】 
自治会内に空き家が４軒あり、うち 1件は倒壊の恐れがある。（家屋の所有

者には通知済）地権者への指導と対応をお願いしたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

建物の維持管理は、空き家であっても、所有者が適正に管理を行っていた

だく必要があります。 

しかしながら、経済的問題や相続問題等の理由により、長年放置され老朽

化し、周辺の方々に深刻な影響を及ぼしているものがあり、そのような場合

は、適正な維持管理や除却を行っていただくよう、所有者に対して助言や指

導を行っております。 

また、所有者が度重なる指導等に従わず、改善されない場合は、法に基づ

く勧告や命令、代執行等を視野に入れた、より強い指導を行っております。 

ここ５年間では、累計で約 600 件の空き家に関する相談があり、解体や修

繕等により約半数の 300 件が解決しておりますが、いまだに早急に改善が必

要な老朽化した空き家が約 160 件残存しております。 

今後も世帯数の減少により、空き家はさらに増加するものと想定してお

り、空き家対策を強化する必要があると考えており、令和３年４月から空き

家に関する相談窓口について、活用と除却に関することが別々であったもの

Ｎｏ．１０ 
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を、市民の方々に分かりやすくなるよう建築指導課に 1本化し、また、老朽

化し、危険な空き家を解体する際の費用の一部を助成する制度について、そ

の対象を老朽化し、危険となる恐れがある空き家まで拡大し除却を推進して

まいります。 

さらに、利用可能な空き家については、不動産市場での流通を促す仕組み

づくりなど、利活用を図ることを積極的に進め、安全安心なまちづくりにつ

とめていきたいと考えています。 

ご相談がありました空き家につきましては、平成３１年度に自治会からの

相談を受け把握しており、当時、所有者から補助金を利用して解体する意向

を確認しておりましたが、なかなか解体されず、本市としましても、経過を

観察しておりました。 

そのような中、本年５月に所有者から、今後解体に向けた権利関係の整理

手続きに入る旨連絡があっておりますので、進捗を確認してまいります。 

残りの３件の空き家に関しては、現在は所有者等により適切に管理されて

おり、特に助言等が必要な状況ではございませんが、本市では、空き家・空

地バンク制度を設けて、空家等の利活用を図る取組を行っておりますので、

その制度のご紹介をさせていただきます。 

 

（空き家に関する相談窓口） 

長崎市建築部建築指導課 建築安全係  

℡０９５－８２９－１１７４（直通） 
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回 答 票 
戸町 

中学校区 
【担当部課名】 

環境部 環境政策課 

建築部 住宅課 

要
望
内
容 

【団体名】 上戸町山鳩会自治会 

【件 名】 樹木の伐採について 

【概 要】 

近隣斜面地から繁茂している樹木が、台風などで家屋や電線・通路上に

悪影響を及ぼす危険がある。平成 16 年に市に依頼し伐採したものの、従前

以上の危険が懸念される。現在地域整備課に依頼中だが早急な対応を求む。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（ 原因者へ市から行政指導を実施 ） 

  近隣斜面地から繁茂している樹木の伐採要望につきましては、当該樹木

が市有地に隣接する民地から生えており、それが周囲に悪影響を及ぼすお

それがある状況であれば、その対応は、土地所有者が一元的に行うべきも

のですので、当該土地所有者において樹木の伐採などの対応を行う必要が

ございます。 

令和２年７月に同様な要望を貴自治会からお受けし、同月に斜面地の所

有者に対し適正管理を書面にて要請しておりますが、諸般の事情により対

応していただけない状況となっております。 

現状からは、当該樹木による環境保全上の問題が懸念されますので、引

続き長崎市環境保全条例に基づき、土地所有者に対し、速やかな伐採等の

適正管理について行政指導を行ってまいります。 

 

 

 

Ｎｏ．１１ 
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回 答 票 
戸町 
中学校区 

【担当部課名】 土木部 土木建設課 

要
望
内
容 

【団体名】 新戸町４丁目自治会  新戸町自治会 

【件 名】 街路灯の整備について 

【概 要】 

①当自治会に通ずる市道は、団地開発業者が設置した街路灯があるものの、

照度が暗く、人通りも少ないので常に不安を感じている。山林に近くイノ

シシとの遭遇も懸念され、身の危険さえ案ずる。市基準の街路灯の整備を

ぜひお願いしたい。 

②ＬＥＤの街路灯になったことにより、明るさの広がりが減ったように思

う。照度ルクスを上げることができないか検討していただきたい。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 要望内容①につきましては、以前より新戸町４丁目自治会から要望があ 

り、その都度工事にて対応させていただいているところです。 

 今年度も街路灯新設要望書をご提出いただいていますので、要望箇所に 

ついては、７月３０日までに工事を完成することとしています。 

要望内容②につきましては、ＬＥＤ灯の特性上、明るい場所と暗い場所の 

差がはっきりすることから、人間の視覚上暗く見えてしまうことが原因であ 

ると考えられ、他の自治会からも蛍光灯からＬＥＤ灯へ取り替えた際に、以

前より暗くなったとの声がまれに挙がったこともあります。 

 新戸町自治会の区域におきましても、街路灯を平成２７年度にＬＥＤ灯に 

取り替えており、現状としましては、街路灯の照度的には問題ないと思われ 

ますが、歩行者等の夜間通行に支障があると判断される箇所につきまして 

は、現地調査を行った上で対応方法を検討したいと思います。 

 

Ｎｏ．１２ 
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回 答 票 
戸町 
中学校区 

【担当部課名】 
中央総合事務所 

地域整備２課 

要
望
内
容 

【団体名】 新戸町自治会 

【件 名】 鹿尾川公園の簡易トイレ改修について 

【概 要】 

桜１００選に認定されている当公園は、つつじや桜の花見シーズンは多

くの見物客が訪れ、日常は高齢者のグラウンドゴルフや、周辺介護施設の

周遊コースとして、地域内外の住民に利用されている。 

既存のトイレは、老朽化と和式汲み取りのため不衛生かつ危険が伴って

おり、設置者の県と協議を進め、早期の改善を求める。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

 鹿尾川公園は、長崎県において、鹿尾ダム建設事業により建設された公

園及び緑地となっており、簡易トイレもその時に設置されております。長

崎市は、昭和 63 年に管理運営に係る契約を長崎県と締結し、樹木や芝生

等の保育管理や施設な簡易な補修を行っております。 

令和元年度に、新戸町自治会及び戸町地区連合自治会より、仮設トイレ

改修に係る要望書が提出されましたので、長崎県土木部河川課と協議を行

いましたが、前向きな回答は得られてない状況です。 

既設の簡易トイレが和式であるため、高齢者の利用の際にご不便である

ことは認識しておりますので、引き続き長崎県にトイレ改修の要望を行っ

てまいります。 

なお、桜まつり期間中は、大小兼用仮設便所（洋式）を２基、設置

していますが、引き続き対応していきたいと考えております 
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 

環境部 廃棄物対策課 

市民生活部 自治振興課 

総務部 人事課 

要
望
内
容

【団体名】 新戸町自治会 

【件 名】 リサイクル推進員の公務災害への対応について

【概 要】 

昨年、当自治会の推進員が回収時にバイク事故を起こし、大腿部骨折の

重傷を負った。保険での対応について、長崎市住民活動保険との併用がで

きず、入院時の雑費、通院交通費、その他事故に起因する後遺症によって

発生する諸経費などに多大な自己負担が発生し、今後のなりて不足が懸念

される。保障制度の改善を求める。 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

 長崎市リサイクル推進員は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に

基づく廃棄物減量等推進員であり、非常勤特別職の地方公務員として市長

が委嘱しております。 

  こうした非常勤特別職の地方公務員としての職務中に生じた事故に対

する災害補償は、「議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関

する条例」に基づき行うこととなっており、その補償内容は、長崎市の正

規職員が公務中に遭った事故に対する補償と均衡を失しないものとして

おります。 

ただし、この公務災害補償制度は、法により、身体的損害について損失

を補填するという性格がありますので、入院時の日用品の購入費用など補

償の対象とならない費用がある点がございます。また、仮に、治療後に一

定の障害が認められたときは、障害補償がなされる場合もありますが、こ
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れも制度上、すべての費用を補償するものではございませんので、ご理解

いただきますようお願いいたします。 

  なお、自治会などの住民活動に参加された市民のかたが事故に遭われた

場合には、長崎市住民活動保険の対象となりますが、住民活動に職務とし

て従事した際の事故は対象とならないため、リサイクル推進員が職務とし

てごみステーションなどでの活動中に事故に遭われた場合については、長

崎市住民活動保険は適用されません。 

 万が一、リサイクル推進員のかたが職務中に事故に遭われた際には、公

務災害補償による適切な補償を行うほか、事故の詳細なヒアリングや、療

養の経過についての確認等も行い、自治会の負担軽減やリサイクル推進員

として安心して活動していただける環境づくりに努めてまいりますので、

今後とも本市の環境行政にご協力をお願いいたします。 
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回 答 票 戸町 
中学校区 

【担当部課名】 
土木部 土木総務課 

上下水道局 事業部 浄水課 

要
望
内
容 

【団体名】 戸町地区連合自治会 

【件 名】 広場の整備と都市公園にかかる橋梁の活用について 

【概 要】 

地域内に、ボール遊びできる広場が少ない。現状では小ヶ倉水源地広場

と戸町２丁目公園があるが、どちらも利活用での課題が生じている。 

小ヶ倉水源地広場は、利用には予約が必要なので、ソフトボールでの利

用しかない状況で、いつでも使える状態にないことが課題である。 

特に戸町２丁目公園（観音様広場横）に通ずる橋梁は、当初より閉鎖さ

れた状態で往来には階段しかないため、高齢者やベビーカーなど不便を強

いられている。維持管理を含め、市の責任での供用を求める。 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 小ヶ倉水源地広場につきましては、将来の小ヶ倉浄水場の更新時の代替

地及び災害時の応援車両基地として確保している土地ですが、実際に使用

するまでの期間は、グラウンドとしての利用についての行政財産使用許可

申請を受け、毎年、上戸町上ノ区自治会へ使用の許可を行っています。 

  グラウンドの利活用につきましては、地元で調整を図っていただき有効

にご利用をお願いいたします。 

また、戸町２丁目公園については、平成９年に民間の開発行為に伴い設

置され長崎市に帰属されており、ご指摘の橋梁につきましても、開発行為

に伴い架設されたと考えられますが、設置当初から長崎市には帰属されて

おらず、また通行止めになっている経緯についても不明な状態で、橋の所

有権も民間会社にあると考えられます。 
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長崎市で管理する場合、市道から橋梁までの通路を含めて所有者から、

用地のご寄付いただいたうえで、通路の構造についても基準に見合った形

で整備が行っていただく必要があることから、今後地権者の方と協議して

まいります。 
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